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 要  旨 
 マイクロマテリアルの需用増加に伴い，マイクロマテリアルの機械的特性を把
握するための材料試験（マイクロテスティング）が国内外で盛んに行われている．
しかしながら，JIS等でマイクロマテリアルの試験方法は確立されておらず，研究
者によって試験方法及び試験片形状が異なり，信頼性のある機械的特性値が得ら
れていないのが現状である． 
 そこで本研究では微小荷重用試験機Tytron250を用いて，オーステナイト系ステ
ンレス鋼SUS304-CSP極薄板材の疲労試験を行い，疲労寿命と疲労強度に及ぼす試
験片加工方法，試験片形状寸法，圧延方向の影響を調べた．その結果から以下の
結言を得た． 
 
1.板厚 20mm の試験片を用いて試験片加工方法が疲労特性に及ぼす影響を調査し
た結果，研磨試験片は放電加工試験片より，疲労寿命が長く，疲労強度が高くな
る傾向となった．また研磨試験片のき裂起点はほぼ全てが介在物であったが，放
電加工試験片はき裂起点の 2/5 が介在物，3/5 が試験片側面の放電加工面であっ
た．特に最大応力が低下すると，試験片加工方法の影響が顕著に表れ，研磨試験
片の疲労寿命が延伸した． 
2.板厚 20mm の試験片を用いて試験片の採取方向が疲労特性に及ぼす影響を調査
した．その結果，圧延方向と試験片採取方向が垂直な試験片（q=90°）は，圧延
方向と採取方向が平行な試験片(q=0°)よりも，疲労寿命が長く，疲労強度も高く
なった．これは供試材は強圧延によって生じた集合組織をもっているため，隣接
した結晶同士の変形の拘束に差が生じたためと考えられる． 
3.板厚 20mm の試験片を用いて試験片平行部長さが疲労特性に及ぼす影響を調査
した．その結果，試験片平行部長さが 0mm の方が 5mm の試験片より疲労寿命
が長く，疲労強度も高くなった．これは試験片の寸法効果の影響により，平行部
長さが短くなると破壊の起点となる大きな介在物が存在する確率が減少するた
めと考えられる． 
4.板厚 10mm の試験片を用いて疲労試験を行った結果，板厚 20mm の試験片の疲労
試験結果と比較して，疲労寿命のばらつきが非常に大きくなった．これは板厚
10mm の試験片は，板厚に対するき裂起点の介在物寸法が大きいために，疲労寿
命に及ぼす介在物の影響が大きくなったためと考えられる． 
5.介在物寸法を調べた結果，板厚 20mm の試験片では，2.4～10.6mm，板厚 10mm
の試験片では，2.8～15.8mm であり，極値統計により推定した最大介在物寸法（板
厚 20mm では 10.8mm，板厚 10mm では 15.8mm）よりも小さい介在物がき裂起点
となっていた．これは，介在物は試験片表面に接しており，試験片表面への露出
の程度や，介在物の形状により，応力拡大係数 K が影響を受けるので，必ずし
も介在物の大きさだけで，き裂起点が決まるわけではないことが原因である． 
 
